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“はましん”の健全性の指標

 

は
ま
し
ん
の
健
全
性
の
指
標

（単位：百万円）

2023年9月期 2023年3月期項　　目

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及
び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18
年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。　なお、当金庫は国内基準により自己資本比率を算出しております。

単体自己資本比率

公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行された資本調達手段の額のうち、コア資本
に係る基礎項目の額に含まれる額

適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の45%に相当する額のうち、コア資本に係る基礎
項目の額に含まれる額

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額
　うち、出資金及び資本剰余金の額
　うち、利益剰余金の額 
　うち、外部流出予定額（△）  
　うち、上記以外に該当するものの額
コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額
　うち、一般貸倒引当金コア資本算入額  
　うち、適格引当金コア資本算入額  

コア資本に係る基礎項目の額　 （イ）
コア資本に係る調整項目　（２）

自己資本比率

コア資本に係る基礎項目　（１）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額
　うち、のれんに係るものの額
　うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額
繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額
適格引当金不足額
証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額
負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算入される額
前払年金費用の額
自己保有普通出資等（純資産の部に計上されるものを除く。）の額
意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手段の額
少数出資金融機関等の対象普通出資等の額 
信用金庫連合会の対象普通出資等の額
特定項目に係る10%基準超過額
　うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額
　うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額
　うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額
特定項目に係る15%基準超過額
　うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額
　うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額
　うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額
コア資本に係る調整項目の額  （ロ）
自己資本
自己資本の額（（イ）－（ロ））  （ハ） 
リスク・アセット等 （３）
信用リスク・アセットの額の合計額
　うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額
　　うち、他の金融機関等向けエクスポージャー
　　うち、上記以外に該当するものの額
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8%で除して得た額
信用リスク・アセット調整額
オペレーショナル・リスク相当額調整額
リスク・アセット等の額の合計額  （ニ）

自己資本比率（（ハ）／（ニ））
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自己資本の状況について
自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円）

　　 ４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算定しております。

　　 ５.　単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×15％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

2023年3月末
リスク・アセット 所要自己資本額 所要自己資本額

① 標準的手法が適用されるポートフォリオごとのエクスポージャー
現金
我が国の中央政府及び中央銀行向け
外国の中央政府及び中央銀行向け
国際決済銀行等向け
我が国の地方公共団体向け
外国の中央政府等以外の公共部門向け
国際開発銀行向け
地方公共団体金融機構向け
我が国の政府関係機関向け
地方三公社向け
金融機関及び第一種金融商品取引業者向け
法人等向け
中小企業等向け及び個人向け
抵当権付住宅ローン
不動産取得等事業向け
三月以上延滞等
取立未済手形
信用保証協会等による保証付
株式会社地域経済活性化支援機構等による保証付
出資等

上記以外

出資等のエクスポージャー
重要な出資のエクスポージャー

信用金庫連合会の対象普通出資等であってコア資本に係る調整項目の額に算入されなかった部分に係るエクスポージャー
特定項目のうち調整項目に算入されない部分に係るエクスポージャー

上記以外のエクスポージャー

他の金融機関等の対象資本等調達手段のうち対象普通出資等及びその他外部TLAC関連調達手段に該当するもの以外のものに係るエクスポージャー

総株主等の議決権の百分の十を超える議決権を保有していない他の金融機関等に係るその他外部TLAC
関連調達手段のうち、その他外部TLAC関連調達手段に係る5％基準額を上回る部分に係るエクスポージャー

総株主等の議決権の百分の十を超える議決権を保有している他の金融機関等に係るその他外部TLAC 関連調達手段に関するエクスポージャー

⑥ ＣＶＡリスク相当額を８％で除して得た額
⑦ 中央清算機関関連エクスポージャー

2023年9月末
リスク・アセット 所要自己資本額

2022年9月末
リスク・アセット

イ．信用リスクアセット・所要自己資本の額の合計

ロ．オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8％で除して得た額
ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ）

② 証券化エクスポージャー

③ リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャー
ルック・スルー方式
マンデート方式
蓋然性方式（250％）
蓋然性方式（400％）
フォールバック方式（1250％）

④ 経過措置によりリスク・アセットの額に算入されるものの額
⑤ 他の金融機関等の対象資本等調達手段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセットの額に算入されなかったものの額

再証券化
証券化 ＳＴＣ要件適用分非ＳＴＣ要件適用分

37,369
34,562
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1,828
1,436
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ー
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ー
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2,904
40,274

1,494
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ー
ー
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ー
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2
0
7
ー

118
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50
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ー
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ー
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116
1,610

37,183
33,492
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ー
ー
ー
ー
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ー
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ー

9,598
7,736
6,216
1,900
1,632
68
2
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ー

3,166
2,589
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2,963

ー
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607
ー

ー
1,887

ー
ー
ー
ー
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3,692
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ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー

2,904
40,088

1,487
1,339

ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
0
ー
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248
76
65
2
0
6
ー

126
103
23
118
ー
18
24
ー

ー
75
ー
ー
ー
ー

147
147
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー

116
1,603

37,877
33,296

ー
44
ー
ー
ー
ー
ー
ー
10
ー

9,069
7,283
7,122
2,219
1,532
68
3

141
ー

3,146
2,569
576
2,654

ー
468
585
ー

ー
1,599

ー
ー
ー
ー

4,581
4,581

ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー

2,814
40,692

1,515
1,331

ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
0
ー

362
291
284
88
61
2
0
5
ー

125
102
23
106
ー
18
23
ー

ー
63
ー
ー
ー
ー

183
183
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー

112
1,627

（注）1.　所要自己資本の額＝リスク・アセット×４％
２.　「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並

びにオフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。
３.　「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の

翌日から三月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー
及び「我が国の中央政府及び中央銀行向け」から、「法人等向
け」（「国際決済銀行等向け」を除く）においてリスク・ウェ
イトが150％になったエクスポージャーのことです。

（単位：百万円）金利リスクに関する事項

ΔEVE
2023年3月末

2023年3月末

4,762
0

9,599
2023年9月末
9,716

2022年9月末
9,611

1
2
3
4
5
6
7

8

上方パラレルシフト
下方パラレルシフト
スティープ化
フラット化
短期金利上昇
短期金利低下
最大値

自己資本の額

IRRBB１：金利リスク
項 番 ΔNII

4,762

2023年9月末
5,004

0

5,004

2022年9月末
5,037

0

5,037

2023年9月末
20
0

20

2023年3月末
0
65

65

2022年9月末
0
4

4
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金
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再
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況
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損
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の
状
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、
預
金
・
貸
出
金
の
業
種
別
状
況

１．令和5年9月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」は、同年3月末時点における債務者区分（※）を前提として債権残高の更新及び担保情報の見直し
を行い、同年3月末から9月末までの間に、当庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分及び債権残高の見直しを行い計数に反映しております。
※債務者区分とは
破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）、危険債権（破綻懸念先の債権）、要管理債権（要注意先のうち、利払いが三月以上延滞しているか、又
は貸出条件を緩和している債権）

２．令和5年9月末の「要管理債権」は、同年3月末時点の「要管理債権」を前提として残高の更新及び担保情報の見直しを行い、同年3月末から9月末の間に正常先、要注意先の
債務者に対する債権のうち、新たに三月以上延滞となった債権及び新たに条件緩和債権になった債権を加算し、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」に
変更になった金額を減算して計数に反映しております。

（注）上記の令和5年9月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権の区分により分類しておりますが、以下の点について簡便な自己査定を行った計数であります。
※単位未満は切り捨てております。

金融再生法開示債権および同債権に対する保全状況
損益の状況/預金・貸出金の状況/貸出金の業種別状況
信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権の保全・引当状況 （単位：百万円、％）

区　分

貸出条件
緩和債権

正常債権（Ｂ）

小計（Ａ)

総与信残高
（Ａ）+（Ｂ）

386
375
2,091
2,025
－
－
－
－
－
－

2,478
2,400
37,182
36,849
39,661
39,250

2023年3月
2023年9月
2023年3月
2023年9月
2023年3月
2023年9月
2023年3月
2023年9月
2023年3月
2023年9月
2023年3月
2023年9月
2023年3月
2023年9月
2023年3月
2023年9月

386
375
1,972
1,883
－
－
－
－
－
－

2,358
2,258

269
250
1,208
1,148
－
－
－
－
－
－

1,477
1,398

117
124
763
735
－
－
－
－
－
－

881
859

100.00
100.00
94.28
92.97
－
－
－
－
－
－

95.18
94.07

100.00
100.00
86.47
83.77
－
－
－
－
－
－

88.06
85.79

不良債権比率

※実質業務純益　業務純益 + 一般貸倒引当金繰入額
※コア業務純益　業務純益 + 一般貸倒引当金繰入額  －（国債等債券売却益+国債等債券償還益 － 国債等債券売却損 － 国債等債券償還損 － 国債等債券償却）

（注）9月末の計数のうち、貸出金等に対する償却・引当の額は簡
便な自己査定結果に基づき算出しております。（一般貸倒引
当金は3月末の貸倒実績率を使用）

（単位：千円）損益の状況

開示残高
(a)

保全額
(b)

担保・保証等による回収見込額
(c)

貸倒引当金
(d)

保全率(%)
(b)／(a)

引当率(%)
(d)／(a－c)

三月以上
延滞債権

破産更正債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

業務純益
実質業務純益
コア業務純益
コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）
経常利益
当期純利益

▲ 123,168
▲ 123,168
165,010

170,469

177,556
123,600

208,970
208,970
171,293

171,293

203,608
150,892

2023年9月末 2022年9月末

2023年3月
2023年9月

6.24%
6.11%

★掲載している計数は、原則として、単位未満を切り捨てのうえ表示しています。

（注） 業種区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

預金・貸出金の状況 （単位：百万円）

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末
108,563
39,206

108,067
39,553

106,640
39,618

預　　　金
貸　出　金

貸出金の業種別状況 （単位：百万円、％）

業種区分 貸出金残高
　製造業
　農業、林業
　漁業
　鉱業、採石業、砂利採取業
　建設業
　電気・ガス・熱供給・水道業
　情報通信業
　運輸業、郵便業
　卸売業、小売業
　金融業・保険業
　不動産業
　物品賃貸業
　学術研究、専門・技術サービス業
　宿泊業
　飲食業
　生活関連サービス業、娯楽業
　教育、学習支援業
　医療、福祉 
　その他のサービス
小計
地方公共団体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合計

1,091
163
47

      ー
3,474
10
144
200
3,474
4,665
4,298
85
49

1,326
504
562
      ー
867
662

21,632
2,301
15,684
39,618

貸出金残高
2023年9月末 2023年3月末

1,077
155
43

      ー
3,024
10
139
169
3,392
4,656
4,212
163
31

1,313
490
504
      ー
863
534

20,780
2,779
15,646
39,206

構成比
2.75
0.41
0.11
   ー
8.76
0.02
0.36
0.50
8.76
11.77
10.84
0.21
0.12
3.34
1.27
1.41
   ー
2.18
1.67
54.60
5.80
39.58
100.00

構成比
2.74
0.39
0.10
   ー
7.71
0.02
0.35
0.43
8.65
11.87
10.74
0.41
0.07
3.34
1.24
1.28
   ー
2.20
1.36
53.00
7.08
39.90
100.00

貸出金残高
2022年9月末

1,099
207
51

     ー
3,371
10
149
215
3,338
4,379
3,922
115
50

1,307
519
561
     ー
919
739

20,959
2,629
15,965
39,553

構成比
2.77
0.52
0.12
  ー
8.52
0.02
0.37
0.54
8.43
11.07
9.91
0.29
0.12
3.30
1.31
1.41
  ー
2.32
1.86
52.98
6.64
40.36
100.00



有価証券の時価情報

（注）1．時価は、期末日における市場価格等に基づいております。　　　2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
　　　3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。    

満期保有目的の債券 （単位：百万円）

2023年9月末 2023年3月末

時価が貸借

対照表計上

額を超える

もの

種　類

国債

地方債

短期社債

社債

その他

小計

貸借対照表
計上額

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

400

400

400

時　価

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

358

358

358

差　額

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

△ 41

△ 41

△ 41

貸借対照表
計上額

－

－

－

－

－

－

時　価

－

－

－

－

－

－

差　額

－

－

－

－

－

－

時価が貸借

対照表計上

額を超えな

いもの

国債

地方債

短期社債

社債

その他

小計
合　計

－

－

－

－

400

400

400

－

－

－

－

367

367

367

－

－

－

－

△ 32

△ 32

△ 32

市場価格のない株式等及び組合出資金  （単位：百万円）

売買目的有価証券
該当ございません

貸借対照表計上額
2023年9月末 2023年3月末

子会社株式
非上場株式
信金中央金庫出資金
　　その他出資金
合計

46
25
468
1
541

貸借対照表計上額

46
24
468
1
540

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。　　　2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
　　　3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。    

（注）子会社株式、非上場株式及び組合出資金については、市場価格がないことから時価開示の対象とはしておりません。

その他有価証券 （単位：百万円）

2023年9月末 2023年3月末

貸借対照表

計上額が

取得原価を

超えるもの

種　類

株式

債券

　国債

　地方債

　短期社債

　社債

その他

小計

貸借対照表
計上額

2,021

7,576

307

4,622

－

2,646

2,576

12,174

152

26,732

21,640

461

－

4,630

6,209

33,094

45,269

取得原価

1,263

7,528

299

4,600

－

2,628

2,341

11,133

163

28,819

23,536

500

－

4,782

6,672

35,655

46,788

差　額

758

47

7

22

－

17

234

1,041

△ 11

△ 2,086

△ 1,896

△ 38

－

△ 152

△ 462

△ 2,560

△ 1,519

貸借対照表
計上額

1,975

10,726

2,527

5,239

－

2,959

2,060

14,761

193

21,069

17,859

477

－

2,731

8,750

30,013

44,775

取得原価

1,424

10,546

2,411

5,200

－

2,934

1,939

13,910

203

22,224

18,924

500

－

2,800

9,375

31,803

45,713

差　額

550

179

115

39

－

24

120

851

△ 10

△ 1,154

△ 1,064

△ 22

－

△ 68

△ 624

△ 1,790

△ 938

貸借対照表

計上額が

取得原価を

超えないもの

株式

債券

　国債

　地方債

　短期社債

　社債

その他

小計
合　計

は ま し ん 2 0 2 3 中間期ディスクロージャー

有
価
証
券
の
時
価
情
報



地域とのふれあい
地域貢献ディスクロージャー/“はましん”のCSR（社会的責任）への取組み

会員・出資金

貸出金残高：392億円
預金積金に占める
貸出金の割合：36.11％

お客様へのご融資について

“はましん”では、お客様からお預け入れいただいた預
金積金につきましては、お客様の幅広い資金ニーズに応
え、地域経済の活性化に資するために、円滑な資金供給
を行う形でお客様や地域社会に還元しております。

会員数 ： 12,417人
出資金残高 ： 320百万円

小浜信用金庫

常勤役職員数 ：96人
店舗数 ： 7店

預
金
積
金
・
出
資
金

ご
融
資
・
支
援
サ
ー
ビ
ス

“はましん”の地域経済活性化への取組みについて
“はましん”は、福井県嶺南地域を主な事業区域として、地元の中
小企業者や住民が会員となって、お互いに助け合い、お互いに発展
していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の金融
機関です。
　地元のお客様からお預りした大切な資金（預金積金）は、地元で
資金を必要とするお客様に融資を行い、事業や生活の繁栄のお手伝
いをするとともに、地域社会の一員として地元の中小企業者や住民
との強い絆とネットワークを形成し、地域経済の持続的発展に努め
ております。
　また、金融機能の提供にとどまらず、信用金庫ビジョンと相通じる
持続可能性を高めるＳＤＧｓの視点から、文化、環境、教育などの面
も視野に入れて、広く地域社会の活性化に積極的に取組みしております。

“はましん”は、地域の繁栄と活性化に努め、
各種イベントにも積極的に参加しています。

地域貢献活動への取組み

お客様の預金について ご融資以外の運用について
預金積金残高 1,085億円 有価証券残高457億円
“はましん”では、地域のお
客様の着実な資産づくりのお
手伝いをさせていただくため、
新商品の開発やサービスの一
層の充実に向けて努力してま
いります。

　お客様からお預け入れいた
だいたご預金のうち、ご融資
による運用のほか有価証券に
よる運用も行っております。
有価証券運用につきましては、
国債、地方債等を中心に安全
な運用に努めております。

2023年9月末現在

　 ■2023年4月16日（日）
「若狭マラソン」ボランティアスタッフ参加（3名）
■2023年5月28日（日）
「旨いもんすごろくin小浜」ボランティアスタッフ
参加（6名）
■2023年6月15日（木） 「特殊詐欺抑止広報活動」

■2023年9月6日（水）
「小浜の企業まるわかりインターンシップ」
■2023年9月22日（金）
「女性活躍を進める企業～学生向け企業見学会
ツアー～」

《令和5年度上期活動報告》

〒917－0078　福井県小浜市大手町9番20号
TEL（0770）53－2123（代）
アドレスhttps://www.shinkin.co.jp/obama/
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